
















集団 における2つの名義変数 のダミー変数行列をそれぞれ とすると は2変数の分割表となる。ここで
としてスコア とスコア の相関が最大となる場合を考える。名義変数同士の相関は を標準化した行列を固有値分












































𝑔𝑔(𝑔𝑔 = 1,⋯ ,𝐺𝐺)
𝑋𝑋(𝑔𝑔)
𝑔𝑔
𝑎𝑎 = 𝑎𝑎1 ⋯𝑎𝑎𝑚𝑚𝑘𝑘𝑎𝑎 ’, 𝑏𝑏 = 𝑏𝑏1 ⋯𝑏𝑏𝑚𝑚𝑘𝑘𝑏𝑏 ’
𝑋𝑋(𝑘𝑘𝑎𝑎)𝑎𝑎 𝑔𝑔 = 1,⋯ ,𝐺𝐺𝑋𝑋(𝑘𝑘𝑎𝑎)
𝑎𝑎 = 1⋯𝑚𝑚𝑘𝑘𝑎𝑎 ’
𝑎𝑎 = 1⋯𝑚𝑚𝑘𝑘𝑎𝑎 ’
𝑋𝑋(𝑔𝑔,𝑘𝑘𝑎𝑎)′𝑋𝑋(𝑔𝑔,𝑘𝑘𝑏𝑏) = 𝑁𝑁(𝑔𝑔,𝑘𝑘𝑎𝑎𝑘𝑘𝑏𝑏)
(𝑎𝑎, 𝑏𝑏)
𝑘𝑘𝑎𝑎
表1: 不動産検索サイトにおける東京23区の賃貸住宅データ（一部）
表2: 名義変数「物件種別」における各区の平均および標準偏差の値（一部）
表3: データ全体における各変数間の相関係数値の2乗値（一部）
図1: 元データから10変数(連続変数2,順序変数3,名義変数5)のみ抜粋した場合の
データ全体および各区のASDを平行座標プロットにより表示
